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概要 

香川大学は DX 推進戦略として「デジタル ONE 戦略」を策定し、事業部門の DX 推進を担う事務

職員「デジタル ONE アンバサダー」を設置した。本論文では、「デジタル ONE アンバサダー」設

置の経緯や具体的な取り組みの中身について述べる。 
 
 
 

1  はじめに 

急速に変容する社会ニーズに応じて、大学職

員に求められる能力も変化している。ニューノ

ーマル時代の働き方への対応として、テレワー

クの開始、オンライン会議の開催、押印の廃止

を含む事務手続きの電子化が求められるように

なった。従来、紙ベースでおこなっていた業務

を単純にシステムへ置き換えるデジタル化では

なく、業務を変革させるデジタルトランスフォ

ーメーション（DX）も求められている。香川大

学は DX 推進戦略として「デジタル ONE 戦略」

を策定し、事業部門の DX 推進を担う事務職員

「デジタル ONE アンバサダー」を設置した。

本論文では、「デジタル ONE アンバサダー」設

置の経緯や具体的な取り組みの中身について述

べる。 

 

2  デジタル ONE 戦略 

本学は幸町キャンパス、林町キャンパス、三

木町医学部キャンパス、三木町農学部キャンパ

スに加えて附属学校園などキャンパスが分散し

ており、それに伴う人的コストの増大は経営上

の足かせとなっている。 

2021 年 5 月には、情報戦略室、情報メディア

センターDX 推進部門、さらに全学の DX 推進

戦略を立案し実行する役割を担う CDO（Chief 

Digital Officer）が設置され、香川大学では DX

推進に向けた組織体制が強化された。前述の課

題に対して、情報戦略室では、「デジタル ONE

戦略」を策定した。「デジタル ONE 戦略」は「デ

ジタル世界がリアル世界を包含する（Online 

Merges with Offline）」という基本コンセプト

のもとで香川大学がひとつになり、教職員学生

の協働によるデジタル化をこれまでにないレベ

ルに引き上げ、教育、研究、運営の質的向上に

加え，それぞれの業務の効率化を進めることを

目指したものである[1]。また「デジタル ONE

戦略」と同時に「デジタル ONE 戦略」を実現す

る具体的な３つの施策（(1) データドリブンに

よる大学運営・大学経営、(2) DX 人材育成＆業

務の高度化／効率化、(3) 教職学共同による DX

推進）も策定された。 

香川大学情報メディアセンターでは、学生ス

タッフを中心とした DX ラボによる業務システ



ム内製開発など、(3)教職学協働による DX 推進

に関しては、一定の成果をあげてきた[2]。今

後は、(1)、(2)を推進すべく、データ活用にむ

けて必要なデータを生成する仕組みの構築や、

教職員がデザイン思考などの DX の実現技術[3]

を習得し、自らの手で業務を高度化／効率化さ

せ、DX 推進をおこなえる体制の構築に取り組

んでいる。3．では、自らの手で業務を高度化

／効率化すべく設置された「デジタル ONE ア

ンバサダー」について述べる。 

 

3 デジタル ONE アンバサダー 

2022 年 4 月 1 日より、全学的な「デジタル

ONE 戦略」に基づき、各部署の若手に、DX

推進を担う人材として、職員を対象に「デジタ

ル ONE アンバサダー」（以下、「アンバサダ

ー」と呼ぶ）を任命した。任命された職員は、

情報メディアセンターの支援により、DX 推進

に必要な知識を獲得するとともに、それぞれが

所属する部門において必要な DX 推進の取り組

みを実施する。2022 年 7 月現在、63 名がアン

バサダーに任命された。 

各事業部門に「アンバサダー」が任命される

ことの利点は以下の 2 点が挙げられる： 

(1) 各業務担当が同じ部署に所属する「アンバ

サダー」に質問をしやすくなり、問題を共

有することで「共感」でき、適切な「問題

定義」をおこなうことができる。 

(2) 各現場の「アンバサダー」は現場の実情に

合わせた「アイデア創出」ができ、業務改

善のために必要な手段の「具体化」が可能

となり「検証」をおこなうことができる。 

このように「デザイン思考」を取り入れなが

ら、DX を推進しやすい雰囲気を作り出す役割

が期待される。 

 

4 「アンバサダー」に対する支援 

4.1 職員によるオンライン上の有志の勉強会 

「コデラボ」の立上げ 

 コロナ感染症拡大の影響が出始めた 2020 年 3

月以降、テレワーク、遠隔会議の実施が必須と

なったが、職員の間では「在宅勤務は難しい」

「遠隔会議の仕方が分からない」など情報メデ

ィアセンターに相談が寄せられた。そうした職

員のため、本学で採用した Microsoft Teams 上

でオンライン勉強会「コデラボ」を立ち上げた。

「コデラボ」と言う名称の由来は、情報部職員

である小寺が始めた取組であることから命名さ

れた。「コデラボ」では、特別な打合せや会議を

設けず、困ったこと相談したいことを自由に投

稿することで「情報共有」し、問題を積極的に

解決することで「協調・一致」が生まれる。ま

た、参加しているメンバー間のコミュニケーシ

ョンは「相互理解」を深めることができた。新

しいツールの使い方を勉強し、業務に活かした

いメンバーで結成されている「コデラボ」は、

各メンバーのモチベーション・スキルアップに

貢献しており、現在も積極的な勉強会を行って

いる。情報メディアセンターは、こうした勉強

会に参加している構成員の状況を予め知った上

で、非 IT 部門の事業部局職員に対して、SD（ス

タッフデベロップメント）を実施することで、

現状のレベルに応じたスキルアップ支援をおこ

ない、各職員のモチベーションを上げることが

でき、全学的な DX 推進を加速させることがで

きるのではないかと考えた。 

4.2 業務システム開発ハンズオン 

情報メディアセンターは、「アンバサダー」が

Microsoft Power Platform を用いた業務シス

テムの内製開発を支援すべく、必要な基礎スキ

ルを獲得できるハンズオン講座を提供してい

る： 

・Forms、Power Automate、SharePoint を用

いた業務システム開発ハンズオン講座 

・Microsoft Power Virtual Agents を用いた電

話問合せを減らすためのチャットボット開発ハ

ンズオン講座 

・Power Automate for Desktop を用いた定例

業務の RPA 開発ハンズオン講座 

ハンズオンの成果としては、非 IT 部門の事業

部局において、自ら内製開発を実施できた点が

挙げられる。表１、表２に内製開発事例を示す。 

 

 



表１ 事例① 課内決裁フロー 

部門名 企画総務部・企画課 

システム名 課内簡易決裁フロー 

作成目的 DX 化の手始めとして課内の紙決

裁をなくす運用のテストとして

作成 

成果・効果 印刷作業の作業負担の軽減、在宅

勤務であっても勤務場所にかか

わらず決裁作業が可能、決裁結果

の蓄積により過去の処理実績が

容易に確認できるようになった。 

使用ツール Forms、Power Automate、SharePoint 

 

表２ 事例② 問合せ対応業務の効率化 

部門名 給与福利課 

システム名 給与福太郎 

作成目的 給与福利課への問合せ対応業務

の効率化 

成果・効果 電話対応が少なくなった。問合せ

がフォームやメールに変わり対

応が容易になった。 

使用ツール Microsoft Power Virtual Agents 

 

加えて、ハンズオンの参加者からは意欲的に

内製開発に取り組みたい意思を確認することが

できた。具体的には、「こういう開発をしたいが、

一緒にできないか？」「初めは難しい印象だった

が事例、動作の様子を見て、自分でも作れそう

なことが分かった」など、自ら内製開発に取り

組んでみたいという意見が寄せられた。今後も

情報メディアセンターによる「デジタルONEア

ンバサダー」の SD を定期的に実施することで、

職員のスキルアップ支援をおこない、DX 人材

の育成を継続して実施したいと考えている。 

 

5 おわりに 

香川大学は DX 推進戦略として「デジタル

ONE 戦略」を策定し、事業部門の DX 推進を

担う事務職員「デジタル ONE アンバサダー」

を設置した。設置後は、OMO（Online 

Merges with Offline）の世界観の下で、職員

自らがシステムを内製開発するなどの成果が上

がっている。図 1 に本学が定義する「アンバサ

ダー」のスキルロードマップを示す。今後の課

題は、本マップに基づき、各「アンバサダー」

の成長具合に応じた人材育成プログラムの改

良・改善を加えていくことである。 

図 1：デジタル ONE アンバサダースキル ロードマップ 
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